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日
中
友
好
の
連
携
を
は
か
ろ
う

最
初
に
、
岡
山
県
日
中
教
育
交
流
協
議
会
が
設
立
十

周
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
を
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ

ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
十
年
の
間
に
岡
山
県
と
中
国
と

の
青
少
年
交
流
が
活
発
と
な
り
、
日
中
友
好
の
次
代
を

担
う
人
材
の
育
成
に
多
大
な
貢
献
を
果
た
さ
れ
た
こ
と

に
深
甚
な
る
敬
意
を
表
し
ま
す
。

私
ど
も
の
岡
山
市
日
中
友
好
協
会
は
日
中
友
好
を
願

う
市
民
が
思
想
信
条
政
党
政
派
を
越
え
て
「
市
民
み
ん

な
で
日
中
友
好
！
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
一
九
八
一
年
に

岡
山
の
地
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
爾
来
、
岡
山
市
と
友
好

都
市
関
係
に
あ
る
河
南
省
洛
陽
市
と
の
友
好
訪
問
団
・

視
察
団
の
相
互
訪
問
や
研
修
生
・
留
学
生
の
相
互
派
遣

を
実
施
。
又
、
日
常
活
動
で
は
、
中
国
語
の
普
及
、
中

国
文
化
の
紹
介
な
ど
の
活
動
を
し
て
参
り
ま
し
た
が
、

五
年
前
よ
り
日
中
緑
化
交
流
基
金
の
助
成
に
よ
り
、
洛

陽
市
人
民
対
外
友
好
協
会
を
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
と
し

て
黄
河
沿
い
の
植
林
事
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
、
洛
陽
市
と
の
交
流
以
外
に
上
海
市
、
西
安

市
、
北
京
市
な
ど
岡
山
と
交
流
関
係
に
あ
る
都
市
と
も

相
互
訪
問
を
行
い
理
解
を
深
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ま
た
、
中
国
の
貧
困
地
域
で
の
小
学
校
設
立
や
教
育

支
援
、
災
害
に
対
す
る
支
援
活
動
も
行
っ
て
き
ま
し
た
。

特
に
昨
年
発
生
し
た
中
国
四
川
省
大
地
震
の
時
に
は
、

岡
山
県
下
の
友
好
団
体
、
留
学
生
を
受
け
入
れ
て
い
る

大
学
や
留
学
生
、
高
校
生
と
手
を
携
え
て
募
金
活
動
を

展
開
し
、
少
な
か
ら
ぬ
成
果
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
同
時
に
、
力
を
合
わ
せ
協
力
す
る
こ
と
に
よ
り
、

大
き
な
力
を
発
揮
で
き
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
私
は
、
こ
の
紙
上
を
お
借
り
し
て
、
日
中

友
好
活
動
の
連
携
を
図
る
こ
と
を
ご
提
案
申
し
あ
げ
た

い
と
存
じ
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
が
独
自
性
を
発
揮

し
活
動
す
る
こ
と
と
合
せ
て
、
大
き
な
行
事
や
目
的
の

時
に
は
連
携
し
て
い
く
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
活
動
の
中
で
、
す
で
に
信
頼
関
係
が
築

か
れ
、
実
績
が
積
ま
れ
て
き
て
い
ま
す
の
で
、
連
携
は

難
し
く
な
い
と
思
い
ま
す
。

関
係
各
位
の
ご
指
導
と
ご
支
援
を
お
ね
が
い
申
し
上

げ
ま
す
。

日
中
友
好
の
伝
統
あ
る
こ
の
岡
山
の
地
で
、
新
し
い

時
代
の
友
好
事
業
を
、
力
を
合
わ
せ
て
取
組
み
、
次
代

に
つ
な
い
で
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

NPO岡山市日中友好協会　会長

片　岡　和　男
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岡山県日中教育交流協議会・岡山県日中懇話会共同企画
～日中友好の足跡を訪ね、中国の歴史にふれる旅～

新見市立千屋小学校
校　長　井　上　克　彦

平
成
十
一
年
に
岡
山
県
日
中
教
育
交
流

協
議
会
が
設
立
さ
れ
て
十
周
年
を
迎
え
た

こ
と
を
記
念
し
、
岡
山
県
日
中
懇
話
会
と

共
同
で
、
岡
山
県
日
中
友
好
促
進
訪
問
団

が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
岡
山
県
日
中
教
育

交
流
協
議
会
の
岡
田
浩
明
会
長
を
団
長
と

し
て
、
平
成
二
十
一
年
九
月
十
九
日(

土)

〜

二
十
六
日
（
土
）
に
、
岡
山
県
に
ゆ
か
り

の
深
い
、
上
海
、
西
安
、
洛
陽
、
北
京
の

四
都
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。
今
回
、
訪
問

団
の
一
員
と
し
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
の
で
そ
の
様
子
を
報
告
し
ま
す
。

最
初
の
訪
問
地
は
、
当
協
議
会
が
高
校

生
を
派
遣
し
、
友
好
交
流
し
て
い
る
上
海

市
。
到
着
後
、
上
海
市
人
民
対
外
友
好
協

会
の
汪
小

常
務
副
会
長
を
は
じ
め
、
六

名
の
方
々
に
迎
え
ら
れ
、
虹
橋
迎
賓
館
で

歓
迎
交
流
会
が
あ
り
ま
し
た
。
汪
常
務
副

会
長
か
ら
歓
迎
の
言
葉
を
受
け
、
岡
田
浩

明
団
長
が
今
ま
で
の
交
流
の
お
礼
と
今
後

の
交
流
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。
続
い
て
、

岡
山
県
高
等
学
校
芸
術
文
化
連
盟
新
井
悟

特
別
部
会
長
が
今
年
度
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
影
響
で
交
流
を
中
止
せ
ざ
る
を
得
な

く
な
り
残
念
で
あ
っ
た
こ
と
や
二
年
後
の
交

流
は
実
現
し
た
い
事
な
ど
に
つ
い
て
話
し
ま

し
た
。
会
見
終
了
後
、
記
念
品
の
交
換
を
行

い
、
大
き
な
円
形
テ
ー
ブ
ル
に
全
員
が
着
席

し
、
交
流
夕
食
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
魯
迅
記
念
館
の
訪
問
。
日

本
に
留
学
し
た
時
の
様
子
や
直
筆
の
原
稿
、

数
多
く
の
資
料
が
立
派
な
記
念
館
に
展
示

し
て
あ
り
ま
し
た
。
記
念
館
の
裏
に
は
魯

迅
の
銅
像
と
墓
が
あ
り
、
墓
に
は
、
毛
沢

東
の
揮
毫
に
よ
る
「
魯
迅
先
生
の
墓
」
と

い
う
金
文
字
が
彫
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
魯

迅
が
反
政
府
運
動
を
起
こ
し
、
政
府
に
追

わ
れ
た
と
き
、
援
助
し
た
の
が
、
井
原
市

出
身
の
内
山
完
造
で
し
た
。
内
山
完
造
は

上
海
で
書
店
を
経
営
し
て
い
て
魯
迅
と
出

会
い
ま
し
た
。
内
山
書
店
跡
に
記
念
館
が

あ
り
、
魯
迅
と
の
交
流
の
様
子
が
伝
え
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
内
山
書
店
跡
は
魯
迅
記

念
館
の
す
ぐ
近
く
に
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
、「
都
市
の
中
に
あ
る
山
水
」
と

呼
ば
れ
て
い
る
名
園
「
豫
園
」、
高
さ
四
百

六
十
八
メ
ー
ト
ル
の
テ
レ
ビ
塔
　
「
東
方

明
珠
」
を
観
光
し
、
高
さ
百
十
メ
ー
ト
ル

の
蘆
浦
大
橋
の
橋
梁
か
ら
二
千
十
年
開
催

の
上
海
万
国
博
覧
会
の
建
設
中
の
様
子
を

視
察
し
ま
し
た
。

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
出
発
地
と
し
て
、
紀

元
前
か
ら
秦
、
漢
、
随
、
唐
な
ど
三
千
年

岡山県日中教育交流協議会会報「悠久」■ 2

■
は
じ
め
に

■
魯
迅
と
内
山
完
造
ゆ
か
り
の
上
海

岡田団長と汪会長の会見の様子

新井高芸連特別部会長のスピーチ

魯迅記念館

■
吉
備
真
備
ゆ
か
り
の
西
安
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に
わ
た
っ
て
都
と
し
て
栄
華
を
誇
っ
た

「
西
安
」。「
西
安
」
は
知
ら
な
く
て
も
「
唐

の
都
長
安
」
を
知
ら
な
い
日
本
人
は
い
な

い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
西
安
に
は
、
遣
唐

使
と
し
て
有
名
な
「
吉
備
真
備
」「
阿
部
仲

麻
呂
」「
空
海
」
の
三
人
の
日
本
人
の
碑
が

建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。
吉
備
真
備
の
碑
は
、

都
の
中
心
に
築
か
れ
た
城
壁
の
南
側
に
岡

山
県
が
一
九
八
六
年
に
建
立
し
、
周
辺
は

公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

論
語
を
は
じ
め
、
千
九
十
五
基
の
石
碑

が
集
め
ら
れ
た
碑
林
博
物
館
、
三
蔵
法
師

の
偉
業
を
た
た
え
る
大
雁
塔
、
秦
の
始
皇

帝
の
権
力
の
大
き
さ
を
伝
え
る
兵
馬
俑
、

玄
宗
皇
帝
と
楊
貴
妃
が
過
ご
し
た
華
清
池
、

西
安
博
物
院
と
見
学
し
、
幅
十
二
メ
ー
ト

ル
の
城
壁
上
の
遊
歩
道
を
歩
き
ま
し
た
。

西
安
市
人
民
政
府
外
事
弁
公
室
王
小
鎮
第

一
副
主
任
を
は
じ
め
、
西
安
市
友
好
協
会

の
歓
迎
を
受
け
、
友
好
を
深
め
ま
し
た
。

西
安
か
ら
洛
陽
ま
で
、
中
国
五
名
山
の

華
山
を
右
に
、
四
大
河
川
の
黄
河
を
左
に

見
な
が
ら
、
延
々
と
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
畑
の

広
が
る
高
速
道
路
を
約
六
時
間
走
り
続
け

ま
し
た
。
邪
馬
台
国
の
卑
弥
呼
が
遣
使
を

送
っ
た
魏
の
都
が
あ
っ
た
の
も
洛
陽
で
す
。

世
界
四
大
文
明
の
発
祥
地
、
中
国
の
古
都

で
あ
る
洛
陽
市
と
岡
山
市
は
一
九
八
一
年

に
友
好
都
市
締
結
を
行
い
、
交
流
を
続
け

て
い
ま
す
。
友
好
交
流
会
で
は
、
洛
陽
市

人
民
対
外
友
好
協
会
劉
典
立
会
長
は
じ
め
、

多
く
の
方
の
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。

龍
門
石
窟
は
、
東
大
寺
大
仏
の
ル
ー
ツ

と
い
わ
れ
る
美
し
い
廬
舎
那
仏
を
は
じ
め
、

約
十
万
体
の
仏
像
が
伊
河
畔
に
一
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
続
く
石
灰
岩
の
壁
に
彫
ら
れ
て
い

ま
す
。
中
に
は
盗
難
に
遭
い
、
壊
さ
れ
た

仏
像
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
の
が
と
て
も
残

念
で
し
た
。
石
窟
は
千
三
百
五
十
二
箇
所

も
あ
り
ま
す
。

三
国
志
の
英
雄
「
関
羽
」
を
祀
っ
て
あ

る
関
帝
廟
を
見
学
し
た
後
、
白
馬
寺
を
訪

問
し
ま
し
た
。
白
馬
寺
は
白
馬
に
乗
っ
た

二
人
の
僧
が
天
竺
か
ら
や
っ
て
き
て
最
初

に
中
国
に
仏
教
を
伝
え
た
地
で
、
西
暦
六

十
八
年
に
建
立
さ
れ
た
中
国
最
古
の
寺
院

で
す
。
門
前
に
二
頭
の
白
馬
像
が
向
か
い

合
っ
て
い
ま
し
た
。
住
職
の
印
楽
法
師
が

わ
ざ
わ
ざ
私
達
を
迎
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。

鐘
楼
は
岡
山
市
の
篤
志
家
が
寄
進
し
、
増

設
中
の
境
内
の
植
樹
は
岡
山
か
ら
樹
木
医

の
國
忠
征
美
氏
が
来
て
指
導
協
力
さ
れ
ま

し
た
。
現
在
百
六
十
名
の
伝
教
師
が
こ
の

寺
で
修
行
を
行
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

郭
沫
若
氏
は
、
文
豪
魯
迅
と
並
ぶ
偉
大

な
文
学
者
で
あ
り
、
歴
史
学
者
で
あ
り
、

社
会
活
動
家
で
あ
っ
た
。
旧
制
第
六
高
等

学
校
に
留
学
し
、
岡
山
の
女
性
と
生
活
を

共
に
し
、
晩
年
は
北
京
で
過
ご
さ
れ
ま
し

た
。
後
楽
園
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
ヅ
ル
も
郭
氏

か
ら
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。
晩
年
を
過
ご

し
た
故
宮
の
近
く
の
住
居
が
記
念
館
と
な

っ
て
い
ま
す
。
蔡
震
副
館
長
が
館
内
を
案

内
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
建
物
は
中
国

の
伝
統
的
な
建
築
様
式
で
あ
る
四
合
院
と

な
っ
て
い
ま
す
。

記
念
館
前
に
は
観
光
用
の
人
力
車
が
数

多
く
並
び
、
私
達
も
胡
同
（
横
丁
）
巡
り

を
楽
し
ん
だ
。
中
国
は
建
国
六
十
周
年
の

国
慶
節
を
控
え
、
天
安
門
広
場
で
そ
の
準

備
が
行
わ
れ
て
い
た
。
映
画
「
ラ
ス
ト
エ

ン
ペ
ラ
ー
」
で
有
名
に
な
っ
た
故
宮(

紫
禁

城
）、
万
里
の
長
城
と
世
界
遺
産
を
堪
能
し
、

明
の
十
三
陵
の
一
つ
定
陵
を
訪
問
し
て
日

中
友
好
の
旅
を
終
え
ま
し
た
。

■
郭
沫
若
氏
ゆ
か
り
の
北
京

吉備真備公の碑の前で記念撮影

中国三大石窟の一つ龍門石窟

中国最古の仏教寺院「白馬寺」

郭沫若記念館と蔡副館長（左から二人目）

■
岡
山
市
と
友
好
都
市
の
洛
陽
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は
じ
め
に

二
〇
〇
九
年
八
月
二
十
五
日
か
ら
二
十
八
日

ま
で
、
江
草
安
彦
名
誉
団
長
（
社
会
福
祉
法
人

旭
川
荘
名
誉
理
事
長
）
の
も
と
、
第
二
十
回
福

祉
の
翼
訪
中
団
（
一
〇
六
名
）
の
団
長
と
し
て
、

上
海
市
を
訪
問
し
、
児
童
福
祉
施
設
や
高
齢
者

施
設
で
、
歌
や
踊
り
、
寸
劇
等
を
通
じ
て
心
の

ふ
れ
あ
う
交
流
を
す
る
と
と
も
に
、
上
海
博
物

館
で
中
国
四
千
年
の
歴
史
に
触
れ
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
さ
れ
た
繁
華
街
「
南
京
路
」
を
散
策
し

ま
し
た
。
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
カ
ー
に
も
乗
車
し
、

来
年
開
催
さ
れ
る
上
海
万
国
博
覧
会
の
準
備
の

様
子
も
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
「
福
祉
の
翼
」
の
実
施

に
関
し
て
ご
支
援
い
た
だ
い
た
関
係
団
体
の
皆

様
に
深
く
感
謝
し
つ
つ
、
今
回
の
訪
中
に
つ
い

て
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の
二
十
回

の
歴
史
を
簡
単
に
振
り
返
り
、
福
祉
の
翼
の
意

義
な
ど
に
つ
い
て
も
触
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。

二
十
五
年
の
交
流
の
歴
史

一
九
八
五
年
、
上
海
市
の
王
希
孟
衛
生
局
長

（
上
海
紅
十
字

会
長
）
が
、
魯

昭
慶
民
政
局
副

局
長
と
共
に
、

上
海
市
医
療
福

祉
視
察
団
を
率

い
て
旭
川
荘
を

訪
問
さ
れ
ま
し

た
。
翌
年
に
は
、

上
海
市
か
ら
二

名
の
医
療
関
係

の
研
修
生
が
、

そ
の
翌
年
に
は

二
名
の
福
祉
関

係
の
研
修
生

が
、
そ
れ
ぞ
れ

半
年
間
旭
川
荘

に
滞
在
し
、
医

療
福
祉
の
実
践

に
触
れ
る
と
と

も
に
、
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン

や
介
護
の
技
術
、
福
祉
の
理
念
な
ど
を
研
修
さ

れ
ま
し
た
。
そ
れ
を
契
機
と
し
て
、
毎
年
の
よ

う
に
上
海
市
か
ら
研
修
生
が
旭
川
荘
を
訪
れ
、

高
齢
者
や
重
度
障
害
者
の
介
護
や
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
研
修
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
数
は
、
今
日
ま
で
二
〇

〇
名
以
上
に
上
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
上
海
市
と
旭
川
荘
と
の
交
流
の

中
で
、
一
九
九
〇
年
、「
福
祉
の
翼
」
の
訪
中
が

旭
川
荘
の
主
催
に
よ
り
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
江
草
安
彦
旭
川
荘
理
事
長
（
当
時
）
が
、

車
い
す
の
生
活
を
し
て
い
る
障
害
者
か
ら
海
外

旅
行
を
し
た
い
と
い
う
声
を
耳
に
さ
れ
、
来
荘

さ
れ
た
上
海
市
の
孫
金
富
民
政
局
長
に
相
談
し

た
と
こ
ろ
「
万
全
の
体
制
で
受
け
入
れ
た
い
」

と
の
ご
返
事
を
頂
き
、
実
現
の
運
び
と
な
っ
た

も
の
で
す
。

一
九
九
〇
年
九
月
、
江
草
旭
川
荘
理
事
長

（
当
時
）
を
団
長
と
す
る
百
三
十
六
名
の
第
一
回

「
福
祉
の
翼
訪
中
団
」
が
、
中
国
東
方
航
空
の
チ

ャ
ー
タ
ー
機
で
上
海
市
を
訪
れ
、
そ
の
後
毎
年

絶
え
る
こ
と
な
く
上
海
を
訪
問
し
、
今
回
で
二

十
回
を
数
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
な
お
、

訪
中
の
実
務
的
な
企
画
に
当
た
っ
て
は
、
松
井

三
平
・
岡
山
市
日
中
友
好
協
会
事
務
局
長
の
ご

尽
力
が
あ
り
ま
し
た
。

「
福
祉
の
翼
」
の
訪
中
と
前
後
し
て
、「
津
山

国
際
交
流
車
い
す
駅
伝
大
会
」
に
、
上
海
市
か

ら
も
参
加
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
旭
川
荘
は
そ

の
選
手
団
の
援
助
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
、
上
海
市
か
ら
十
六
回
に
わ
た
り
、
百
六

十
名
の
選
手
が
来
岡
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
二
〇
〇
三
年
の
「
サ
ー
ズ
」
騒

ぎ
の
際
や
二
〇
〇
五
年
に
反
日
運
動
が
起
き
た

時
に
は
厳
し
い
判
断
を
迫
ら
れ
ま
し
た
が
、
江

草
先
生
の
「
こ
う
い
う
時
期
こ
そ
行
く
べ
き
だ
」

と
い
う
英
断
で
、
絶
え
る
こ
と
な
く
今
日
ま
で

続
い
た
の
で
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
訪
中
団

の
参
加
者
は
、
延
べ
二
千
二
百
人
に
上
り
ま
す
。

日
中
合
同
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

今
回
の
訪
中
は
、
第
二
十
回
と
い
う
節
目
の

訪
問
と
な
る
こ
と
か
ら
、
中
国
側
の
歓
迎
体
制

は
従
来
よ
り
も
手
厚
い
も
の
が
あ
り
、
日
中
合

同
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
や
合
同
会
見
は
、
ア
ジ
ア
太

平
洋
経
済
協
力
会
議
（
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）
な
ど
の
国

際
会
議
が
開
か

れ
た
「
国
際
会

議
セ
ン
タ
ー
」

で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

合
同
会
見

で
、
周
慕
堯
前

上
海
市
人
民
対

外
友
好
協
会
会

長
（
元
上
海
市

副
市
長
）
は
、
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5 ■ 岡山県日中教育交流協議会会報「悠久」

「
二
十
回
続
け

る
こ
と
は
大
変

な
こ
と
で
あ
り

敬
意
を
表
し
た

い
。
医
療
福
祉

の
理
念
、
介
護

や
看
護
の
技
術

な
ど
、
中
国
の

福
祉
の
向
上
へ

の
貢
献
に
感
謝

し
た
い
」
と
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
新
た
に
就
任
さ
れ
た
李

銘
俊
上
海
市
人
民
対
外
友
好
協
会
会
長
（
上
海

市
外
事
弁
公
室
主
任
）
は
、「
上
海
、
中
国
の
医

療
福
祉
の
発
展
は
、
日
本
の
協
力
と
無
関
係
で

は
な
く
、
福
祉
の
翼
の
役
割
は
大
き
い
」
と
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。
江
草
名
誉
団
長
は
、「
私
た
ち

は
中
国
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学
ん
だ
。
二
十
回

を
一
つ
の
区
切
り
と
し
て
、
新
た
な
交
流
の
一

歩
を
踏
み
出
し
た
い
」
と
応
え
ら
れ
ま
し
た
。

合
同
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
は
、
こ
れ
ま
で
「
福

祉
の
翼
」
の
お
世
話
を
い
た
だ
い
た
対
外
友
好

協
会
や
上
海
市
民
政
局
の
歴
代
の
幹
部
や
担
当

者
の
皆
さ
ん
も
大
勢
出
席
さ
れ
、
旧
交
を
温
め

ま
し
た
。
開
宴
に
先
立
ち
、「
上
海
市
少
年
宮
」

（
課
外
の
芸
術
教
育
機
関
）
の
子
ど
も
達
に
よ
る

素
晴
ら
し
い
楽
器
演
奏
や
歌
、
舞
踊
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
が
、「
七
つ
の
子
」
等
の
日
本
語
で
の

歌
声
に
は
、
訪
中
団
一
同
大
変
感
激
し
ま
し
た
。

私
は
ご
挨
拶
の
中
で
、「
こ
れ
ま
で
二
十
回
も

続
け
て
こ
ら
れ
た
の
は
、
上
海
市
人
民
対
外
友

好
協
会
と
上
海
市
民
政
局
の
皆
さ
ん
方
の
ご
支

援
の
賜
で
あ
り
、
先
人
の
皆
様
の
ご
尽
力
に
対

し
て
、
深
い
敬
意
と
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
」

と
申
し
上
げ
ま
し
た
。

福
祉
施
設
で
の
ふ
れ
あ
い
交
流

訪
中
二
日
目
は
、「
上
海
市
児
童
福
利
院
」
を

訪
問
し
ま
し
た
。
こ
の
施
設
は
、
江
草
先
生
が

名
誉
院
長
に
就
任
さ
れ
て
お
り
、
旭
川
荘
と
縁

の
深
い
施
設
で
す
。
肢
体
不
自
由
児
や
知
的
障

害
の
あ
る
児
童
の
た
め
の
施
設
と
家
庭
に
恵
ま

れ
な
い
子
供
た
ち
の
施
設
（
乳
児
院
、
児
童
養

護
施
設
）、
そ
れ
に
学
校
が
合
体
し
た
施
設
で
、

社
会
的
養
護
機
能
と
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、

教
育
機
能
が
一
体
化
し
た
総
合
的
な
教
育
福
祉

施
設
で
す
。
学
校
も
、
様
々
な
障
害
を
持
つ
児

童
が
学
び
、
日
本
の
総
合
的
な
「
特
別
支
援
学

校
」
を
先
取
り
し
た
形
態
と
言
え
ま
す
。

見
学
の
後
の
「
日
中
福
祉
ふ
れ
あ
い
の
集
い
」

で
は
、
子
ど
も
達
の
「
一
休
さ
ん
の
踊
り
」、
合

唱
や
器
楽
演
奏
に
対
し
て
、
こ
ち
ら
は
、
中
国

の
子
ど
も
達
に
も
人
気
の
あ
る
ア
ニ
メ
の
主
題

歌
や
寸
劇
「
大
き
な
か
ぶ
」
な
ど
を
披
露
し
、

最
後
は
、
双
方
揃
い
の
法
被
を
着
て
一
緒
に
踊

り
、
楽
し
く
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

午
後
は
、
長
寧
区
に
あ
る
「
逸
仙
敬
老
院
」

と
い
う
老
人
ホ

ー
ム
を
訪
問
し

ま
し
た
。
中
国

で
は
珍
し
い
民

間
立
の
老
人
ホ

ー
ム
で
、
比
較

的
元
気
な
お
年

寄
り
も
入
居
さ

れ
て
お
り
、
日

本
で
言
え
ば
有

料
老
人
ホ
ー
ム

に
当
た
り
ま

す
。
老
人
ホ
ー

ム
は
郊
外
に
立

地
す
る
こ
と
が

多
い
の
で
す

が
、
こ
の
ホ
ー

ム
は
市
街
地
に

あ
り
、
１
階
に

は
商
店
が
入
っ

て
い
ま
し
た
。

こ
の
ホ
ー
ム
の
特
色
は
、
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
情

報
シ
ス
テ
ム
で
、
入
居
者
の
健
康
デ
ー
タ
や
食

習
慣
や
後
見
人
情
報
、
看
護
状
況
等
が
適
切
に

管
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
ま
た
Ｔ
Ｖ
カ
メ

ラ
に
よ
る
安
全
管
理
シ
ス
テ
ム
が
、
ご
家
族
の

安
心
に
繋
が
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
ま

た
、
趣
味
の
活
動
の
た
め
の
ク
ラ
ブ
活
動
も
盛

ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

交
流
会
で
は
、
私
た
ち
が
「
大
海
（
タ
ー
ハ

イ
）」
と
い
う
中
国
の
子
守
唄
な
ど
を
中
国
語
で

合
唱
し
た
の
に
対
し
て
、
敬
老
院
の
合
唱
隊
に

よ
る
北
京
五
輪
の
主
題
歌
や
「
夕
陽
紅
」
の
歌

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
和
服
姿
で
の
大

正
琴
の
演
奏
に
対
し
て
、
タ
ジ
ギ
ス
タ
ン
の
民

族
舞
踊
が
披
露
さ
れ
、
民
族
色
豊
か
な
和
や
か

な
交
流
と
な
り
ま
し
た
。

お
わ
り
に

「
福
祉
の
翼
」
は
、
年
齢
を
超
え
た
市
民
レ

ベ
ル
で
の
草
の
根
交
流
と
し
て
、
中
国
の
人
達

と
心
を
ふ
れ
合
わ
せ
、
海
外
旅
行
の
機
会
が
得

に
く
い
障
害
者
の
皆
さ
ん
に
も
バ
リ
ア
フ
リ
ー

の
旅
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
催
し
と
し
て
、
関

係
の
皆
様
の
ご
協
力
の
お
陰
で
、
い
さ
さ
か
の

貢
献
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
第
十
八
回
福
祉
の
翼
に
は
、
透
析
を
受

け
て
い
る
方
も
初
め
て
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
透
析
が
必
要
な
た
め
に
海
外
旅
行
に
行

き
た
く
て
も
行
け
な
か
っ
た
そ
う
で
す
が
、
旅

程
の
間
に
設
備
の
整
っ
た
病
院
で
透
析
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
、
元
気
に
参
加
さ
れ
た
と
い
う

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

一
方
、
福
祉
の
翼
で
培
わ
れ
た
絆
は
、
人
材

養
成
面
で
の
交
流
な
ど
に
も
繋
が
っ
て
行
き
ま

し
た
。
例
え
ば
、
上
海
市
廬
湾
区
の
支
援
に
よ

り
一
九
九
八
年
に
旭
川
荘
の
「
日
中
医
療
福
祉

研
修
セ
ン
タ
ー
」
が
開
設
さ
れ
、
二
〇
〇
二
年

に
は
上
海
市
で
「
高
齢
者
介
護
講
座
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
二
〇
〇
四
年
か
ら
は
、
上
海
紅

十
字
会
と
旭
川
荘
が
共
同
で
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
ご

支
援
も
頂
き
な
が
ら
「
上
海
高
齢
者
介
護
教
員

養
成
講
座
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
が
、

今
年
度
か
ら
の
江
西
省
に
お
け
る
同
様
の
事
業

展
開
に
も
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
福
祉
の
翼
の
縁
で
、
教
育
分
野
で
の

交
流
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
上
海
と
岡
山

の
高
校
生
の
相
互
訪
問
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
早
島
小

学
校
と
上
海
威
海
路
小
学
校
の
交
流
が
始
ま
っ

た
と
伺
っ
て
い
ま
す
。
同
様
に
女
性
の
交
流
に

関
し
て
も
、
岡
山
市
の
「
女
性
交
流
促
進
訪
問

団
」
に
応
じ
て
「
上
海
市
婦
人
連
合
会
代
表
団
」

が
来
岡
し
、「
日
中
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
参
加

さ
れ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
に
、
福
祉
の
翼
の
交
流
の
中
で
ま
か
れ
た
種

が
、
い
ろ
い
ろ
な
所
で
芽
を
出
し
て
、
交
流
の

輪
が
広
が
っ
て
行
っ
て
い
る
こ
と
は
喜
ば
し
い

こ
と
で
す
。

老人ホームでの交流会（第20回）

児童福祉施設での寸劇（第20回）
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日
本
に
来
て
か
ら
、
心
の
中
で
常
に
恩
を
感

じ
て
い
る
。
特
に
こ
の
度
、
修
士
論
文
を
進
め

る
に
あ
た
り
、
お
忙
し
い
中
調
査
に
ご
協
力
く

だ
さ
っ
た
患
者
様
に
は
深
く
感
謝
申
し
あ
げ
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

私
は
中
国
の
洛
陽
市
か
ら
の
留
学
生
で
、
現

在
岡
山
大
学
大
学
院
保
健
学
研
究
科
で
看
護
の

修
士
課
程
を
勉
強
し
て
い
る
。
実
は
、
四
年
前

（
平
成
十
七
年
）、
岡
山
市
日
中
友
好
協
会
の
お

か
げ
で
、
私
は
洛
陽
市
河
南
科
技
大
学
第
一
附

属
病
院
か
ら
派
遣
さ
れ
、
看
護
の
研
修
生
と
し

て
岡
山
済
生
会
総
合
病
院
と
ラ
イ
フ
ケ
ア
セ
ン

タ
ー
で
一
年
間
研
修
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
そ

こ
で
日
本
の
進
ん
だ
看
護
理
念
、
看
護
技
術
な

ど
を
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
中
国
に
帰
国

し
て
か
ら
、
中
国
の
看
護
に
つ
い
て
再
度
考
え
、

そ
し
て
高
度
な
実
践
・
研
究
・
教
育
が
で
き
る

看
護
人
材
が
足
り
な
い
と
い
う
現
状
を
ひ
し
ひ

し
と
感
じ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
中
国
に
お
け
る
高

度
な
看
護
実
践
へ
の
貢
献
の
た
め
に
、
高
度
な

専
門
知
識
と
卓
越
し
た
研
究
能
力
を
高
め
る
こ

と
を
目
的
に
、
平
成
十
九
年
十
月
よ
り
私
は
留

学
生
と
し
て
も
う
一
度
来
日
し
、
岡
山
大
学
大

学
院
保
健
学
研
究
科
に
入
学
し
た
。

一
方
、
近
年
の
生
活
環
境
や
食
生
活
か
ら
起

こ
っ
て
く
る
が
ん
な
ど
の
生
活
習
慣
病
が
、
日

本
で
も
中
国
で
も
課
題
と
し
て
大
き
く
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
た
。
特
に
肥
満
と
関
係
の

深
い
乳
が
ん
は
、
女
性
に
と
っ
て
、
他
の
悪
性

疾
患
よ
り
若
年
層
の
罹
患
率
が
中
国
で
も
年
々

増
え
つ
つ
あ
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

今
回
私
は
「
中
国
と
日
本
に
お
け
る
外
来
通
院

中
の
乳
が
ん
術
後
患
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
ク
オ
リ
テ

ィ
・
オ
ブ
・
ラ
イ
フ
）
に
関
す
る
研
究
」
を
修

士
課
程
の
研
究
テ
ー
マ
と
し
た
。
研
究
の
対
象

者
は
、
中
国
と
日
本
の
病
院
で
、
乳
が
ん
の
手

術
後
に
外
来
に
て
通
院
治
療
中
の
患
者
様
で
、

今
回
は
五
十
名
の
日
本
人
の
乳
が
ん
患
者
様
に

ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。

日
本
人
の
乳
が
ん
患
者
様
に
ア
ン
ケ
ー
ト
用

紙
を
配
り
、
同
時
に
一
人
ず
つ
十
分
程
度
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
も
行
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
十
分

程
度
の
話
は
、
私
に
と
っ
て
大
変
貴
重
な
も
の

で
あ
っ
た
。
患
者
様
は
、
三
十
歳
代
か
ら
七
十

歳
代
ま
で
で
、
主
婦
の
方
や
、
日
本
舞
踊
の
先

生
も
お
ら
れ
た
。
患
者
様
は
乳
が
ん
と
診
断
さ

れ
た
時
の
シ
ョ
ッ
ク
、
治
療
を
受
け
疾
病
と
戦

い
、
疾
病
と
共
に
生
き
る
体
験
、
家
庭
で
の
役

割
、
仕
事
へ
の
責
任
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
詳
し
く

話
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
患
者
様
の
表
情
か
ら
は
、

辛
か
っ
た
が
ん
体
験
を
さ
れ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、

私
に
は
強
い
決
心
と
勇
敢
な
姿
し
か
見
え
な
か

っ
た
。
そ
し
て
、「
中
国
の
方
は
日
本
で
の
生
活

が
大
変
で
し
ょ
う
。
お
役
に
立
っ
た
か
ど
う
か

わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。」

と
い
う
励
ま
し
の
声
も
多
く
い
た
だ
い
た
。
更

に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
郵
送
で
回
収
し
た
時
、

患
者
様
か
ら
は
「
学
業
の
ご
成
功
を
お
祈
り
し

ま
す
。」
や
「
収
穫
を
た
く
さ
ん
持
っ
て
帰
っ
て

ね
。」
な
ど
の
手
紙
が
同
封
さ
れ
て
い
た
。

私
は
、
感
謝
す
る
と
同
時
に
、
本
当
に
感
激

し
て
し
ま
っ
た
。
患
者
様
の
病
気
と
闘
う
勇
敢

さ
及
び
決
心
、
更
に
病
気
を
患
い
な
が
ら
も
私

を
励
ま
し
て
下
さ
る
親
切
さ
な
ど
、
一
生
忘
れ

る
こ
と
の
で
き
な
い
体
験
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、

博
士
課
程
も
続
い
て
乳
が
ん
の
研
究
を
行
っ
て

い
こ
う
と
考
え
て
い
る
。

簡
単
に
は
、
感
謝
の
気
持
ち
を
と
て
も
表
現

で
き
な
い
が
、
今
回
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
患

者
様
、
い
つ
も
私
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る

先
生
や
友
人
に
中
国
の
歌
で
あ
る
「
感
恩
の
心
」

を
差
し
上
げ
た
い
と
思
う
。

『
感
恩
の
心
、
貴
方
が
い
れ
ば
よ
か
っ
た
、

一
生
そ
ば
に
い
て
ほ
し
い
、
勇
気
を

も
ら
っ
て
生
き
て
い
こ
う
・
・
・
』

感
恩
の
心

〜
研
究
に
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
日
本
人
乳
が
ん
患
者
様
へ

岡
山
大
学
中
国
人
留
学
生
　
鮑
　
　
静
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協議会事務局からのお知らせ

協議会事務局 〒700-0902 岡山市北区錦町5－15 南田辺ビル2階
電話：086－225－5083 FAX：086－225－5041
http://www.oka-rizhongyouxie.jp/index_04.htm
メール：oknittyu@yahoo.co.jp 担当：松井、平野

■10周年特別募金活動を継続しています！

10周年特別募金につきましては、経済団体はじめ、多くの方々から寄せられ、本当に感謝しています。

引き続き募金活動を継続しますので、皆様のご協力をお願いします。

■調査協力－ワーキンググループスタッフ募集！

岡山県下の学校と中国との交流実態調査の分析をし、次号の悠久にて調査報告を掲載します。この分

析をしていただく方々を募集しています。ご協力いただける方は事務局までご一報ください。

■上海万博に行きませんか？

来年（2010年）5月1日～10月31日の間、上海市内の黄浦江をはさんだ両岸を会場に開催される上

海万国博覧会。すでに中国館や日本館が姿を現しています。この博覧会の受け入れ準備のため、当協議

会と交流関係にある上海市人民対外友好協会からの連絡では、万博来場を希望している団体の集約をし

ています。（本年12月までにノミネート必要）万博では会期中7000万人の動員目標を立てております

が、中国政府館、日本政府館、日本産業館などの人気パビリオンは混み合うことが予想されます。協議

会の訪中では友好交流の実績から特別配慮が期待できます。協議会会員の皆様、また学校や教育関係で、

参加希望の団体及び個人の方は事務局までご一報ください。

■中国語を学びませんか？ 協議会会員は申込金免除の特典！

協議会の事務局の隣で、「岡山中国語センター」が開講されています。日中相互理解にはなんと言って

も言葉が話せないといけません。英語と中国語はこれからの時代に欠かせない言語となるでしょう。

お申込み・お問合わせは事務局まで。

◎中国語クラス

7 ■ 岡山県日中教育交流協議会会報「悠久」

ク　ラ　ス 曜日 学習程度 開　　講　　期　　間 時　　間

入 門 ク ラ ス 木 初 心 者 2009年10月1日～2010年3月25日 18:30～20:00

初 級 ク ラ ス 金 1～2年程度 2009年10月2日～2010年3月26日 18:30～20:00

中級Ⅰクラス 月 2～4年程度 2009年10月5日～2010年3月29日 18:30～20:00

中級Ⅱクラス 水 2～4年程度 2009年10月7日～2010年3月31日 18:30～20:00

上 級 ク ラ ス 火 4 年 以 上 2009年10月6日～2010年3月30日 18:30～20:00
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9 ■ 岡山県日中教育交流協議会会報「悠久」

協
賛
広
告

おかげさまで20周年！ 
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